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くみあいニュース山口大学教職員組合（2021年 10月 29日 Friday） 

第 249号（2020 年度-第 15号）／電話：083-933-5034・メール：fuy-union@ma4.seikyou.ne.jp 

 

「年俸制説明会」はじまる 10月 13日の保健学科を皮切りに 

～理解の得られない制度こそ問題 月給制からの移行者はわずか５０名～ 
 

山口大学は、10月中旬から各部局ごとに「年俸制制度に関する説明会」を始めました。説明会は 10

月 13日の保健学科を皮切りに、10月 20日（水）には国際総合科学部と教育学部で行われ、以後、順

次開催されますが、開催予定表によれば 12月 22日（水）の農学部まで、各学部の教授会等終了後に

開催されます。 

通知によれば「年俸制への理解が得られていないため」とされていますが、現

在までの月給制から年俸制への移行者がわずか５０名に留まっており、それも、

医学部・附属病院・連合獣医学部など一部の部局での移行者が大半であることを

見ても、むしろ、問題点を理解しているからこそ年俸制を選択していないと見る

ことができるでしょう。 

 

「若手が有利になる（田中理事）」が事実なら中・高年は不利になる？ 
 

田中担当理事は教育学部での説明会で「今後、年俸制に移行する教員が多くなると財源的にうまく

回らなくなるのではないか」との質問に「シミユレーションを種々してみたが、組合が考えているほ

どのことにはならない」とした他、「若手に有利になるように制度設計しているのでぜひ考えてほし

い。」と説明したとのことですが、有利になるのは SS（120万円）・S（100万円）・A（60万円）等、

高い評価を得られた場合であり、そうでない場合はむしろ実質的に給与減となりますし、「若手が有利

になる」のが本当であれば中・高年は不利になるということになります。「基本的

には全員のモチベーション向上が図れると思っている。」との答弁もあり得ない話

になります。 

必要なことは、現在の制度を説明することではなく、現在の制度の問題点を改

善することではないでしょうか。 

 

業績評価給見直しを求める申し入れ書提出（10/22） 
 

組合は 10月 22日（金）学長宛に、業績評価結果にもとづく給与決定システムの見直しを求める申

し入れ書（３頁に掲載）を提出しました。 

この申し入れは、7月 9日に「人事給与マネジメント改革にもとづく業績評価給結果

の給与への反映方法について（申し入れ）」とした申し入れ（「くみあいニュース第 243

号」に掲載）を提出した後に行った人事課との折衝、その過程で提示された資料等の内

容を踏まえて行ったものです。 

組合は「くみあいニュース第 244号（9/7発行）」で年俸制適用者が１５％であった

場合の試算表を掲載しましたが、全員が年俸制となった場合、Ｓを３％とすると、Aは３３％、Bは３

９％、Ｃは２４％で eptの総ポイント（2,710）に収まりますが、Ｃは給与加算額が０円であり、これ

までの大学院手当を受給していない者の率（１０％程度）を大きく上回っており、この数字を見ただ

けでも給与減となる者が相当数になることが予想されます。 

実際には評価区分ごとの割合は部局ごとに決まるため、部局が高評価者を増やそうとすると、不利

益を被る方がさらに増えることになります。逆に言えば、Ｃ（評価配分額なし）をかなりの割合とし

なければ上位区分への配分が確保できないというしくみになっています。 

  

全教職員配布 
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  日本労働弁護団、「労働政策アンケート」結果公表 

～長時間労働、同一労働同一賃金、無期転換ルール等への各政党の政策～ 
 

コロナ禍のもと、憲法を守り、命とくらし・平和を守ることのできる国、噓とごまかしのない政治を

どうつくるのか、そしてそのための政権構想は、などを争点に、衆議院総選挙が 10月 31日投票で行わ

れます。そうした中、日本労働弁護団は主要各政党に「労働政策アンケート」を実施し、この度その結

果を公表しました。 

アンケートは主要９政党に送付され、公明・維新を除く７党から回答が得られたとして、10月 21日

に公表されました。主な設問は高度プロフェッショナル制度・長時間労働・無期転換ルール・同一労働

同一賃金・パワーハラスメントなどで、アンケートの際には「主要な政策要望」が各政党に示されてい

ます。関心のある方はサイトへアクセスしてみてください。 

 

労働政策に関する政党アンケートの発表 | 日本労働弁護団 (roudou-bengodan.org) 

http://roudou-bengodan.org/topics/10615/ 

 

「ろうきん」の低金利ローン・慶弔共済など利用は組合加入のメリット 

～「ボーナスもないパート職員」の方の組合加入をよびかけます～ 
 

山口大学教職員組合は、教職員の労働条件・環境改善のとりくみだけでなく、

組合員に向けてさまざまな福利厚生事業も行っています。 

パート職員の方の場合、組合費が正規職員よりも低額なこともあり、たとえば

組合員のみが利用できる労金の商品「低金利ローン」「おまとめローン」の利用、

さらには、組合が組織加入している医労連共済の利用および「慶弔共済給付金（申請時効３年）」の申

請、このほかにも各種補助事業申請等を適宜行うことにより、組合費以上の還元がなされるケースもあ

ります。 

組合に加入して、要求を届けていただければ組合はその解決に努めます。 

要求実現と「実利」を合わせてお考えいただき、ぜひ組合に加入しましょう。 

くみあいニュース前号（第 248号：10/22発行）でお知らせしましたとおり、公務員の非常勤職員に

は６時間勤務であってもボーナスが支給されています。国立大学でも支給されている大学があります。 

しかし、いくら「同一労働同一賃金」が制度化されても、実際に山口大学で非常勤職員の皆さんの労

働条件をさらに改善させるためには、組合加入者が大きく増えることが必要です。 

 

看護職員アンケート結果集計表まとまる 近く小串分会で配布予定 
 

今年５月から６月にかけて実施し、看護職員の半数以上から回答が寄せられた「看護

職員アンケート」の結果については、これまでの「くみあいニュース」で２回（第 240

号:６/10発行・第 241号:６/17発行）報じていますが、この度その集計表（回答結果の

グラフ表示と自由記載欄意見掲載）が完成しました。 

組合ではこの結果を小串分会発行の「のんたニュース」特集号で医学部・附属病院の組合員の皆さん

と各部署等へ配布する準備を進めていますので、今しばらくお待ちください。組合はこのアンケート結

果を踏まえた看護部等への要望書提出へ向けて、分会役員会（世話人会）で検討を進めています。 

 

 

   過去の「くみあいニュース」は、山口大学教職員組

合のホームページでもお読みいただくことができま

す。右記のＱＲコードを読み取っていただければアク

セスできますのでご利用ください 

http://roudou-bengodan.org/topics/10615/
http://roudou-bengodan.org/topics/10615/
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2021年 10月 22日付組合申入書 
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